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Hondaはすべての人の
交通安全を願い活動しています。

検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

〈活動拠点・お問い合わせ先〉

Hondaのノウハウを活用した交通安全教育に関心をお持

ちの高校、自治体、警察、団体の方は最寄りの本田技研

工業（株）安全運転普及本部の地区普及ブロックにご相

談ください。

●栃木普及ブロック（栃木県真岡市）TEL：0285（84）7114

●埼玉普及ブロック（埼玉県狭山市）TEL：04（2955）5323

●浜松普及ブロック（静岡県浜松市）TEL：053（439）2316

●鈴鹿普及ブロック（三重県鈴鹿市）TEL：059（370）1553

●熊本普及ブロック（熊本県大津町）TEL：096（293）3206

●本部推進ブロック（東京都港区） TEL：03（5412）1736

特集：Hondaがめざす高校生交通安全教育への想い～考え方と取組み状況～

Hondaは交通社会人の第一歩となる高校生に対し、交通安全教育を通じ、社会生活におけるルールやマナーの重要性、人への思いやりなど道徳心を
養いながら豊かな人間性を育み、若く尊い命を守りたいと考えている。そのためには、高校生が安全運転に関する知識や意識を持ちながら、命の大
切さや交通安全について主体的に考え、自ら行動できるようになるための学習機会の提供が必要である。
そこで、Hondaは独自に高校生交通安全教育のプログラムを開発。昨年4月より、熊本県において行政機関や教育機関と連携し、展開した。平成24
年度は同県の16の高校で53回開催し、約1万5400名の生徒が参加。そして、Hondaは平成25年度より、この活動を全国へ拡大させるために展開
を行っている。今回は特別号として、Hondaがめざすこの活動への想いと取組み状況を紹介する。

道徳心ある交通社会人を
育てるための新たな安全教育

ホンダ　SJ



未
来
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
ク
ラ
ス
全
員
で

共
有
。
最
後
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
事
故
防
止

に
向
け
た
決
意
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
終

了
し
た
。

授
業
を
終
え
た
長
谷
川
教
諭
は
「
ホ
ン
ダ
の
中

学
生
・
高
校
生
向
け
自
転
車
教
育
用
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
は
、
６
つ
の
事
故
事
例
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
使

い
勝
手
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
生
徒
が

や
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
、
携
帯
電
話
使
用
の
事
例

を
用
い
ま
し
た
。
交
通
安
全
の
授
業
を
担
当
し
た

の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
し
っ
か
り
し
た

指
導
案
も
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
ホ
ン
ダ
の
教
材
を

評
価
す
る
。「
自
転
車
は
身
近
で
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
自
分
の
不
注
意
で
事
故
を
起
こ
せ
ば
、

自
分
の
将
来
も
変
わ
る
し
、
事
故
の
相
手
の
将
来

も
変
わ
る
こ
と
を
生
徒
に
理
解
し
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
」。

ホ
ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
の
ベ
ー
ス
に

は
、「
人
を
思
い
や
る
心
を
持
つ
」
と
い
う
教
育

的
な
観
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
自
転
車
や
原
付
の

運
転
時
に
お
け
る
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
危
険

行
動
に
つ
い
て
、
感
受
性
教
育
や
実
技
を
通
じ
、

高
校
生
自
ら
が
考
え
る
こ
と
で
行
動
変
容
を
促
す

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

感
受
性
教
育
で
は
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の

重
要
性
、
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
影

響
や
責
任
を
学
ぶ
こ
と
で
、
人
へ
の
思
い
や
り
や

命
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
の
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、
実
技
で
は
単
に
自
転
車
や

原
付
の
操
作
ス
キ
ル
で
は
な
く
、
安
全
運
転
ス
キ

先
生
方
が
感
受
性
教
育
で
使
用
す
る
の
は
、
ホ

ン
ダ
の
中
学
生
・
高
校
生
へ
の
自
転
車
教
育
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
４
面
参
照
）。
１
年
３
組
で
は
実

際
に
起
き
た「
携
帯
電
話
使
用
に
よ
る
交
通
事
故
」

を
題
材
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
授
業
が

進
め
ら
れ
た
。
長
谷
川
教
諭
が
設
定
場
面
と
事
故

の
経
緯
を
説
明
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
、「
こ
の

事
故
が
な
ぜ
起
き
た
の
か
」「
事
故
を
起
こ
す
直

前
の
自
転
車
利
用
者
の
心
理
状
態
」「
事
故
が
起

き
る
と
、
後
々
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か
」
と
い
っ

た
問
い
に
対
し
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
ま
と
め
る
。
そ
し
て
班
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー

プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
。
そ
こ
で
話
し

合
わ
れ
た
内
容
を
、
各
班
の
代
表
が
黒
板
に
書
き

込
む
。
す
べ
て
の
班
が
、
事
故
の
原
因
は
自
転
車

を
運
転
し
て
い
る
高
校
生
が
携
帯
電
話
に
夢
中
に

な
っ
て
周
り
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
、
事
故
の
影
響
と
し
て
、

自
分
は
も
ち
ろ
ん
事
故
の
相
手
や
自
分
の
家
族
の

ル
を
学
ぶ
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
危
険
を
安
全
に

体
験
し
、
危
険
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
な
ど
、
自
ら
交

通
事
故
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
考
え
方
を
生
徒
に

身
に
つ
け
て
も
ら
う
。
こ
の
感
受
性
教
育
と
実
技

に
よ
る
教
育
に
よ
っ
て
、「
事
故
は
絶
対
に
起
こ

さ
な
い
。
巻
き
込
ま
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
の
向

上
と
と
も
に
、「
絶
対
に
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」

と
い
う
道
徳
心
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
将
来
的
に
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
が

守
る
。自
ら
の
学
校
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
自
立
心
の
向
上
を
図
り
、
高
校
と
生
徒
が

主
体
と
な
っ
た
自
主
活
動
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
ホ
ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
の
目
標
な

の
で
あ
る
。

現
在
、
ホ
ン
ダ
が
展
開
し
て
い
る
高
校
生
交
通

安
全
教
育
は
感
受
性
教
育
、
自
転
車
教
育
、
原
付

教
育
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
高
校
の
状

況
に
合
わ
せ
、
生
徒
へ
の
適
切
な
教
育
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

内
容
と
進
め
方
を
紹
介
し
て
い
く
。

感
受
性
教
育
は
、
実
際
に
中
学
生
・
高
校
生
が

加
害
者
と
な
っ
た
自
転
車
事
故
の
事
例
、
ま
た
は

交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に
よ
る
手
記
を
も

と
に
生
徒
同
士
が
話
し
合
う
こ
と
で
安
全
意
識
の

向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
７
月
８

日
に
兵
庫
県
立
小
野
工
業
高
等
学
校
（
兵
庫
県
小

野
市
）
で
行
わ
れ
た
感
受
性
教
育
の
内
容
を
紹
介

す
る
。

同
校
で
は
自
転
車
事
故
の
事
例
を
使
っ
て
先
生

方
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
指
導
を
行
っ
た
。
１
年
３
組

を
担
当
し
た
長
谷
川
眞
一
教
諭
は
、
最
初
に
新
聞

記
事
の
切
抜
き
を
生
徒
に
示
す
。
兵
庫
県
内
で
起

き
た
自
転
車
対
歩
行
者
の
交
通
事
故
で
、
加
害
者

と
な
っ
た
自
転
車
利
用
者
の
家
族
に
賠
償
命
令
が

出
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
自
転
車
事
故
は

身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
お
り
、
自
転
車
を
利
用

す
る
者
で
あ
れ
ば
、
加
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
生
徒
に
示
唆
す
る
。
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自
転
車
で
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た

場
合
の
責
任
を
考
え
る

ホ
ン
ダ
が
普
及
を
め
ざ
す

交
通
安
全
教
育
と
は

先生がワーク
シートの事故
事例の設定場
面と経緯を説
明

グループ討議の結果を各
班の代表者が黒板に書き
込む

ワークシートに生徒が自
分の考えを記入

携帯電話を使用
しながら運転す
ることの危険性
を共有

話し合った内容をワークシートにまとめる

思
い
や
り
や
譲
り
合
い
の
心
を
身
に
つ
け
、

安
全
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
る

小野工業高校の感受性教育で使用されたワークシート
●～●は左記「感受性教育の流れ」を参照

●Hondaの高校生交通安全教育の内容

●Hondaがめざす高校生交通安全教育の考え方

実技は、自転車や原付二輪車の運転にまつわる認知、
判断について学習し、普段の運転時に起こる危険を
安全に、体験を通じてわかりやすく伝え、生徒が主
体的に交通安全を考えることを学ぶ。

事故の事例から交通事故
の怖さ、周囲への影響、
事故に伴う責任の重さに
ついて学び、グループ討
議の手法を使い、自分の
考え方や行動を見直すこ
とを学ぶ。

自転車教育感受性教育
自転車実技
＋
座学

原付教育
原付二輪車実技

＋
座学

交通社会人としての
責任を自ら考える座学

●
感
受
性
教
育

感受性教育の流れ

生徒一人ひとりが
自転車利用者の責任を考える

1

班に分かれて、
グループ討議を行う

2

クラス全体で議論し、
結果を共有する

3

感受性
教育

人への思いやり・
命の大切さに

実技
自らが交通事故
から身を守る

自転車教育
原付教育

事故は絶対に起こ
さない、巻き込ま
れない

[めざす姿]

高校と生徒主体の自主活動をめざす
【自立心向上】自分の身や学校の安全は自分たちで守る

+

+

=

意識向上

絶対に人に迷惑を
かけない

道徳心向上

▲

将
来
の
良
識
あ
る

交
通
社
会
人
の
育
成

▼

1

2

3

1 3



自
転
車
教
育
と
原
付
教
育
は
実
技
に
よ
る
体
験

を
通
し
て
、
人
へ
の
思
い
や
り
や
事
故
か
ら
身
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
高
校

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
左
図
の
よ
う
な
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

展
開
を
め
ざ
し
て
い
る
。

自
転
車
教
育
の
実
技
は
「
８
の
字
走
行
体
験
」

や
「
飛
び
出
し
体
験
」
な
ど
を
生
徒
に
取
り
組
ん

で
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
の
交
通
状
況
を
き

ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
安
全
走
行

の
注
意
ポ
イ
ン
ト
に
気
づ
い
て
も
ら
う
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
小
野
工
業
高
校
で
自
転
車
通
学
者
を

対
象
に
行
わ
れ
た
自
転
車
教
育
の
内
容
を
紹
介
す

る
。
指
導
は
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普

及
本
部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
、
お
よ
び
兵
庫
県
企
画
県
民
部
県
民
文
化
局
交

通
安
全
室
の
指
導
員
の
方
々
が
担
当
し
た
。「
８

の
字
走
行
体
験
」
は
、
下
図
の
よ
う
な
８
の
字
コ

ー
ス
を
自
転
車
で
走
行
。
各
々
が
単
独
で
走
る
の

原
付
教
育
の
実
技
は
二
輪
車
の
安
全
運
転
に
必

要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
危
険
走
行
や
交

通
法
規
違
反
が
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
生
徒
に

理
解
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
熊
本
県

立
翔
陽
高
等
学
校
（
熊
本
県
大
津
町
）
で
行
わ
れ

た
原
付
教
育
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

同
校
は
平
成
24
年
度
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
と
と
も

に
原
付
通
学
者
（
２
年
生
・
29
名
）
を
対
象
に
し

た
交
通
安
全
教
育
を
５
回
実
施
。
熊
本
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
実
技
と
座
学
を
通

じ
て
、
安
全
運
転
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
指
導
を
行
っ
た
。

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
育
の
テ
ー

マ
は
、「
思
い

や
り
運
転
」

（
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え

る
）。「
歩
行
者

の
立
場
で
考
え

る
」
で
は
、
歩

道
が
な
い
道
路

で
歩
行
者
の
真

横
を
原
付
が
通

過
し
た
時
の
感

覚
を
生
徒
自
身
に
感
じ
て
も
ら
う
。
そ
の
上
で
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
脇
を
通
過
す
る
際
は
、
ど
の

程
度
の
間
隔
を
あ
け
れ
ば
安
全
か
を
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
こ

の
他
に
も
、
生
徒
は
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
の

立
場
を
疑
似
体
験
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
歩
行
者
が
い
る
時
は

十
分
な
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
」「
高
齢
者
の
方
は
思
う
よ
う
に
身
体
を
動

か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
高
齢

者
に
は
道
を
譲
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

そ
し
て
、
今
年
２
月
に
は
１
年
間
の
ま
と
め
と

し
て
、
原
付
で
の
「
８
の
字
走
行
体
験
」
が
行
わ

れ
、
他
の
交
通
参
加
者
を
よ
く
観
る
こ
と
や
、
譲

り
合
い
の
気
持
ち
が
安
全
運
転
に
は
必
要
で
あ
る

こ
と
を
生
徒
は
学
ん
だ
。
翔
陽
高
校
生
徒
指
導
部

交
通
安
全
担
当
の
馬
本
竜
司
教
諭
は
「
１
年
を
通

じ
て
、
原
付
通
学
者
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
事
故
件
数
が
減
っ
た
だ
け
で
な

く
、
地
域
か
ら
の
苦
情
も
激
減
し
て
い
ま
す
」
と
、

昨
年
度
の
成
果
を
話
す
。

〈入口〉
一時停止

▲

▲

▲

10m※

図のような8の字コースの中を20
台の自転車が走行する。8の字の
交差する箇所では、お互いの動き
をよく観て譲り合わなければ20
台がスムーズに走行できないこと
を生徒に気づいてもらう

※コースの直径は基本が8mで、
人数によって変更する場合あり

話
や
ビ
デ
オ
視
聴
に
よ
る
交
通
安
全
指
導
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ホ
ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育

で
は
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
実
技
に
よ
る
自

転
車
教
育
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
協
力
を
お

願
い
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
生
徒
も
興
味
を
持

っ
て
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
指
導
を

担
当
し
た
方
々
が
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
運
転
に
合

わ
せ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
け
た
点
が
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。「
実
技
は
自
転
車

通
学
を
し
て
い
る
生
徒
の
み
で
し
た
が
、
そ
れ
以

外
の
生
徒
に
は
感
受
性
教
育
を
実
施
で
き
た
こ
と

も
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
感
受
性
教
育
は

教
職
員
が
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
自

身
も
研
修
を
行
い
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

で
は
な
く
、
１
台
ず
つ
順
々
に
コ
ー
ス
内
に

入
っ
て
い
く
。
コ
ー
ス
内
を
20
台
で
走
行
で

き
た
ら
終
了
だ
が
、
最
初
の
う
ち
は
20
台
が

コ
ー
ス
に
入
る
前
に
、
誰
か
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

「
20
台
が
コ
ー
ス
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
生
徒

同
士
で
考
え
る
時
間
を
つ
く
る
。
話
し
合
い

の
中
で
、
他
の
自
転
車
の
動
き
に
注
意
し
、

思
い
や
り
を
も
っ
て
譲
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

「
飛
び
出
し
体
験
」
で
は
ま
ず
、
生
徒
に
携
帯

電
話
の
画
面
を
見
な
が
ら
、
自
転
車
を
運
転
し
て

も
ら
う
。
ク
ル
マ
の
カ
ゲ
に
隠
れ
て
い
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
自
転
車
の
前
に
飛
び
出
す
と
、
生

徒
は
脇
見
を
し
て
い
る
た
め
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
発
見
が
遅
れ
、
す
ぐ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
、
脇
見
を
せ
ず
に
同
じ

場
所
を
通
過
す
る
と
、
今
度
は
安
全
に
停
止
で
き

た
。
脇
見
を
せ
ず
、
し
っ
か
り
前
方
に
注
意
を
向

け
て
い
れ
ば
、
急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
も
対
応
で

き
る
こ
と
を
、
生
徒
は
学
ん
だ
。

同
校
生
徒
指
導
部
長
の
西
元
祥
泰
教
諭
は
「
こ

れ
ま
で
は
、
警
察
署
や
J
A
F
の
協
力
に
よ
る
講
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「飛び出し体験」では、携帯電話を見ながら
走行すると、クルマのカゲから飛び出す歩
行者の発見が遅れることを体験してもらう

原付での「8の字走行体験」。1台ずつコースに進入し、
13台での走行をめざす。コースの入り口は見通しが悪く
なっているため、進入時は十分な安全確認が必要となる

体
験
を
通
し
て

思
い
や
り
の
大
切
さ
を

理
解
す
る

高齢者の疑似体験では手足に重り、目に視界を制限す
るゴーグルを装着した状態で横断歩道と同じ距離を歩
いてみる

●翔陽高等学校での原付教育（平成24年4月～平成25年9月）

●自転車教育・原付教育のSTEP展開

平成24年度

時期

4月

主な内容 指導者

6月

9月

12月

2月

3月

4月

5月

座学、日常点検、正しい運転姿勢、発進・停
止、ブレーキングなど

危険予測トレーニング

反応回避ブレーキ、パイロンスラロームなど

思いやり運転

8の字走行体験

生徒指導員養成

座学、日常点検、正しい運転姿勢、発進・停
止、ブレーキングなど

危険予測トレーニング（２年生）、
千鳥走行・一本橋（３年生）

Hondaの
インストラ
クター

生徒指導員
（Hondaのイン
ストラクター
がサポート）

●
●
自
転
車
教
育

●
●
●
原
付
教
育

Hondaによる
活動

交通安全教育の開催

STEP●1

Hondaと高校に
よる共同開催
生徒参画で共同開催

STEP●2

高校での
自主開催

高校と生徒による
主体的開催

STEP●3

▲ ▲

STEP●1

平成25年度

STEP●2

「思いやり運転」では1列に並んだ歩行者の真横を生徒が運転する
原付が30km/hで走行。1回目は歩行者と約1ｍの間隔（写真下）、
2回目は約1.5ｍの間隔（写真上）をとる

▲

▲



こ
の
よ
う
に
、
ホ
ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教

育
は
、
将
来
的
に
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
。

自
ら
の
学
校
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
意
識
向
上
を
図
り
、
高
校
と
生
徒
が
主
体
と
な

っ
た
自
主
活
動
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ

る
。今

後
、
ホ
ン
ダ
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
工
夫
を

加
え
る
な
ど
、
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
実
施
高
校
に
対
し
て
継
続
的
に
支
援

を
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。
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翔
陽
高
校
で
は
今
年
３
月
、
平
成
25
年
度
の
活

動
に
向
け
、
原
付
通
学
者
の
中
で
下
級
生
に
安
全

運
転
を
教
え
た
い
と
い
う
生
徒
を
生
徒
指
導
員
と

し
て
養
成
。
そ
し
て
４
月
、
生
徒
指
導
員
５
名

（
３
年
生
）
が
新
規
原
付
通
学
者
（
２
年
生
・
26

名
）
に
対
し
、
座
学
と
実
技
に
よ
る
指
導
を
行
っ

た
。
生
徒
指
導
員
の
一
人
、
濱
田
智
子
さ
ん
は

「
私
自
身
も
昨
年
参
加
し
て
、
自
分
の
運
転
技
術

を
過
信
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
こ
と
や
、
原
付
で
通
学
し
て
い
る
時
に
感
じ

た
危
険
を
、
指
導
者
と
し
て
後
輩
に
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
時
は
、

自
分
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
」
と
い
う
。
活
動
を

開
始
し
て
２
年
目
を
迎
え
た
翔
陽
高
校
で
は
、
先

輩
か
ら
後
輩
へ
安
全
運
転
へ
の
思
い
を
継
承
す
る

た
め
の
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

●危険予測トレーニングDVD
四輪車、二輪車、自転車、歩行者のカテゴリーごとに動画で再現された
交通場面のケーススタディ計25場面が収められており、免許を持たない
学生や高齢者の方でも事故防止のポイントが学べる内容になっている。

価格：3780円（税込）

企画・制作：本田技研工業（株）安全運転普及本部　（株）JAF MATE社

高
校
と
生
徒
が
主
体
と
な
っ
た

自
主
活
動
を
め
ざ
す

3年生の生徒指導員が2年生の新規
原付通学者に座学・実技の指導を
担当。ブレーキングでは一人ひと
りの運転を見ながら、正しいブレ
ーキ操作をアドバイス

生徒たちでコースの設営や指導ができ
るようにHondaのインストラクターが
生徒指導員を養成。平成25年度は生徒
指導員5名が2年生への安全運転教育
を担っている

四輪車の間を右折する時は、
死角を走ってくる二輪車や
自転車が来ていないか確認
することを伝える

特集：Hondaがめざす高校生交通安全教育への想い～考え方と取組み状況～

3
年
生
が
2
年
生
に

安
全
運
転
指
導

●中学生・高校生への自転車教育指導マニュアル
中学・高校の教職員や、地域の交通安全指導者が、自転車教育を実施す
るときに役立つ「自転車教育指導マニュアル」と、指導時に使用する
「ワークシート」で構成。実際に中・高校生が起こした自転車事故をも
とに安全について考えさせる内容になっている。希望者が自由に活用で
きるように、以下のホームページからでダウンロード（無料）できる。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/junior/

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１３年１０月１８日発行予定となります。

※詳しくは以下のホームページを参照
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/training/

※パソコンで再生することを目的としたDVD-ROM
になるため、家庭用DVDプレーヤーで再生する
ことはできません。

ホンダ　高校生　交通安全 検索ホンダ　危険予測 検索

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

☆

○

○ ●

○

○

○

○

○

◎

○

◎

○

◎

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

県立福島南高等学校

県立新地高等学校

県立相馬農業高等学校

県立あさか開成高等学校

県立保原高等学校

県立福島北高等学校

県立安積御館高等学校

県立いわき光洋高等学校

県立福島工業高等学校

県立船引高等学校

県立白河第二高等学校

県立いわき海星高等学校

県立原町高等学校

県立牛久高等学校

県立宇都宮清陵高等学校

県立鹿沼高等学校

県立宇都宮白楊高等学校

県立大泉高等学校

県立下仁田高等学校

県立高崎商業高等学校

県立前橋高等養護学校

県立太田工業高等学校

県立桐生西高等学校

県立高崎東高等学校

私立静岡北高等学校

静岡市立高等学校

県立静岡高等学校

県立浜松南高等学校

県立川越高等学校

県立あけぼの高等学校

県立玉川高等学校

●Hondaの高校生交通安全教育の実施高校一覧（平成24～25年度 9月13日時点）

◎実施済　○実施予定あり　☆調整中 ※自転車教育の座学ではHonda自転車シミュレーターによる指導を行っている場合もあり。

県名

福島

茨城

栃木

群馬

静岡

三重

滋賀

校名
実施
状況

感受性
教育

自転車教育 原付教育

実技
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●

●

●

●

●

●

●

●
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●
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●

●
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●

座学※ 実技 座学

県立福島中央高等学校
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●
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●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

県名

大阪

兵庫

岡山

校名
実施
状況

感受性
教育

自転車教育 原付教育

実技

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

座学※ 実技 座学

府立西野田工科高等学校

府立富田林高等学校

大阪市立淀商業高等学校

府立淀川工科高等学校

府立貝塚南高等学校

府立能勢高等学校

府立阪南高等学校

県立姫路工業高等学校

県立東播工業高等学校

県立明石商業高等学校

県立加古川南高等学校

伊丹市立伊丹高等学校

県立武庫荘総合高等学校

県立篠山鳳嗚高等学校

県立姫路飾西高等学校

県立福崎高等学校

県立龍野北高等学校

県立西宮香風高等学校

神戸市立摩耶兵庫高等学校

私立松蔭高等学校

県立国際高等学校

県立小野工業高等学校

県立伊丹西高等学校

県立明石高等学校

県立姫路北高等学校

県立篠山東雲高等学校

西宮市立西宮高等学校

県立尼崎高等学校

私立川崎医科大学附属高等学校

県立岡山大安寺中学校・高等学校

県立倉敷天城高等学校

県立総社高等学校
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県名

岡山

鳥取

島根

香川

高知

佐賀

大分

熊本

校名
実施
状況

感受性
教育

自転車教育 原付教育

実技

●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

座学※ 実技 座学

倉敷市立真備陵南高等学校

県立津山高等学校

県立笠岡工業高等学校

県立和気関谷高等学校

県立米子白鳳高等学校

県立島根中央高等学校

県立出雲高等学校

県立香川中央高等学校

県立佐川高等学校

私立土佐塾高等学校

県立小城高等学校

県立杵島商業高等学校

県立有田工業高等学校

県立玖珠農業高等学校

県立宇佐産業科学高等学校

県立高田高等学校

県立国東高等学校

県立日出陽谷高等学校

県立天草高等学校

県立東稜高等学校

県立翔陽高等学校

県立湧心館高等学校

県立熊本工業高等学校

県立熊本西高等学校

私立マリスト学園中学校・高等学校

県立八代東高等学校

県立多良木高等学校

県立熊本第一高等学校

県立熊本第ニ高等学校

県立御船高等学校

私立熊本開新高等学校

熊本私立千原台高等学校

実
施
後
も
継
続
的
に
支
援


